
バイオレゾナンスセラピー
ドイツ　パウル・シュミット式

バイオレゾナンスとは

『すべての物質は振動から成り立って

　　　おり相互効果(共鳴)関係にある』
量子物理学の父

マックス・プランクの考え方を基に

パウル・シュミットが生み出したのが

‘’バイオレゾナンス理論‘’です。
効果はあるが副作用がほとんどない

という安全な方法であることが

研究機関でも実証されています。

現在では世界44か国に普及し
医療先進国のドイツでは

多くの医療機関で採用されています。

テストとハーモナイズ

バイオレゾナンスセラピーでは

目に見える肉体（組織や器官等）

とは別に肉体的な体と重なり合った

エネルギーボディがあると考えます。

肉体より先にエネルギーボディの

周波数に滞りが生じる

と考えています。

周波数(氣の流れ）の滞りと
その原因を測定（テスト）し

原因を削減・調整（ハーモナイズ）

するための最適な方法が

バイオレゾナンスセラピーなのです。

振動（周波数）測定器︰レヨコンプPS10

ドイツ振動医学理論

バイオレゾナンス（生体共鳴）は

ドイツ振動医学の理論がベースとなり

1976年ドイツの物理学者
パウル・シュミットが

振動測定器を開発しました。

その後長い年月をかけて

科学者・医師・療法家など

多くの協力者の地道な努力で

このバイオレゾナンスメソッドは

出来上がリました。
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※バイオレゾナンスセラピーのテスト結果や調整は
　治療を目的とするものではありません。

　よっていかなる疾患の診断や治療も行いません。

　バイオレゾナンスセラピーは自然療法の1つです。


